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－ は じ め に － 
 

  近年、本連盟主催の大会運営については、少子化による学校の統廃合や学校規模の縮小とともに、

公共施設の減免処置の廃止や施設の老朽化、さらには当該部の廃部や指導者の転勤等もあり、支部

大会も含めて全道大会の当番校の確保や大会運営に苦慮する状況が著しくなってきており、従来の

当番校方式だけでは対応しきれなくなってきている。このため、既に競技によっては協力校方式で

実施する等の弾力的な大会運営を実施する支部も見られるようになっている。今後、支部再編等に

より一部解決できることも考えられるが、既に大会の運営について憂慮できない状況にある競技や

支部も見受けられる。 

これらの状況から競技や支部の事情を考慮しながら「主管校・協力校方式」や「実行委員会方式」

など弾力的な大会運営についてのメリットや運営方法、責任体制、予算執行などについて、各競技

専門部から集約した「全道大会運営に係るアンケート」や当番校から提出された１８年度の大会実

施報告書等をもとに調査・研究し、各支部や当番校が大会を運営する際の参考となる資料の作成を

行った。 
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１ 大会運営の考え方について 
   運営は「当番校方式」を基本とするが、単独校による運営・開催が非常に困難な場合はこの方

式にこだわることなく、「主管校・協力校方式」「実行委員会方式」など弾力的な大会運営ができ

るものとする。         
 【各運営方法についての概念図】 
 
                           ＊基本的な当番校方式 
                           ・当番校が主体的に一切の運営を行う。 
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                       ＊主管校・協力校方式 

                        ・主管校が主体的に運営を行う。 
                        ・会場や人員その他について必要に 

応じて協力校を配置する。 
 
 
 
                         
 
 
 
 

事務局
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                           ＊実行委員会方式 
                           ・専門部が主体的に運営を行う。 
                           ・窓口校を配置し必要に応じて協力 

校を配置する。 
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 ２ 大会運営方式の決定について 

  「当番校方式以外の方法」による運営の実施について、 

  （１）当番予定校、もしくは該当支部からの申し出により専門部が審議し決定する場合。 

  （２）競技特性等を考慮し事前に専門部が決定する場合。 

    ＊決定にかかわる項目について 

     ・大会規模・経費 

     ・施設や地域の特性 

     ・当番校の持つ大会運営に関するノウハウ（専門家の有無、該当部の有無など） 

     ・種目の特殊性や運営効率など 
 

 ３ 大会運営の手順について(主管校・協力校の決定・運営委員会の立ち上げなど） 

  （１）主管校・協力校方式について 

        ① 主管校の決定(従来の当番校) 

    ② 主管校と専門部が分担内容を明確にした上で協力校を決定(連絡調整を含め） 

    ③ 運営 

  （２）実行委員会方式について 

    ① 実行委員会の立ち上げ(専門部が中心となる)と連絡校の決定 

    ② 専門部が業務内容を明確にし、組織を１）決定(連絡調整を含め） 

                                    注１) 競技協会・連盟、学校などの協力も含め 

③ 運営  
  

 ４ 大会運営上の手だてについて                              

（１） 当番校等の決定方法について 
① 当番支部を輪番で決定し、支部内での当番校決定。 
② 特定支部間での輪番による決定。(施設などを考慮し) 
③ 特定学校間での輪番による決定。(参加校、地域などを考慮し) 
④ 部活動のある学校間での話し合いによる決定。 
⑤ 専門部所属教員の学校が当番校。 
⑥ 当番校の固定。         （年度の状況にもより上記複合型も考えられる。） 

（２） 経費(特に高体連からの全道大会運営費・参加料以外の収入)に関して 
① 支部高体連からの助成。 
② 開催地からの助成。 
③ 連盟・協会・専門部からの助成。 
④ 広告・放送料による収益。 
⑤ その他(協賛金、寄付、プログラム頒布等の収益) 
⑥ 当番校の負担 

（３） 専門部のかかわり方について 
① 専門委員長が大会運営の全てを仕切る。 
② 大会運営の全てを専門部が中心となって行う。 
③ 大会運営の全てを専門部と協会(連盟)が中心となり行う。 
④ 大会全般において当番校をサポートして係る。 
⑤ 大会当日の運営に係る。 
⑥ 競技役員等として係る。 
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５ 弾力的な大会運営のモデル 
 
５－１－１ 実行委員会方式(スキー競技) 

 
北海道高体連スキー専門部   

 
（１） 競  技  スキー 

 
（２） 種  目  アルペン（ジャイアントスラローム男女・スラローム男女） 

      スペシャルジャンプ（男子） 
            ノルディックコンバインド（男子） 
            クロスカントリー（男子・１０Ｋｍクラシカル／１５Ｋｍフリー・リレー） 
                    （女子・５Ｋｍクラシカル／１０Ｋｍフリー・リレー） 
 

（３） 実施時期  １月第２週以降（１月１５日～２０日・・・専門部とスキー場、連盟と協 
      議のうえ決定） 
 

（４） 実施期間  開会式（公開練習）を含め５日間（競技日は４日間） 
         ＊ 従来は上記の期間で実施してきたが、平成１９年度よりアルペン競技 

は競技日を３日間に短縮で実施予定。 
 

（５） 運営費  運営費は総額約５１０万円。（道高体連―４９７万円。参加料―１３万円） 
           ・主管・・・プログラム・式典（６０万円） 
           ・アルペン・・・・・２５０万円。(予算の執行は当番校の責任による) 
           ・ノルディック・・・２００万円。(予算の執行は専門部の責任による) 
 

（６） 参加状況  参 加 校  男子＝ ６０校  女子＝４０校  合計＝ ８０校 
            参加人数  男子＝１７０名  女子＝８０名  合計＝２５０名 
 

（７） 実施地区  札幌・小樽・旭川・名寄（名寄については７年に１回） 
        ＊従来は競技場（ジャンプ台等）の関係で上記の４支部のローテーション

で実施してきた。今後（平成２０年度以降）については、専門部中心の

実行委員会方式（当番校から協力校に変更）により実施予定のため開催

地についても上記の支部にはとどまらない可能性が高い。 
 

（８） 今後実施可能な場所（スキー場） 
            ・アルペン・・・朝里・旭川・歌志内・富良野・名寄・阿寒 
            ・ノルディック・札幌・小樽・名寄（ジャンプ台の関係で３地区に限定） 
 

（９） 運営方法  従来は当番校方式により４校（主管、アルペン、ジャンプ、クロスカント   
 リー）で運営してきたが、平成１８年度よりノルディック種目については

北海道選手権大会と兼ねて実施可能となり、アルペンについても地区によ

る参加学校数の減、スキー場の確保などの問題から、今後は専門部中心の

実行委員会方式で運営していく方針である。 
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（１０） 業務内容と協力校（平成２０年度から実行委員会方式で実施の場合・・・検討中） 
        ・専門部・・・大会要項作成・大会参加受付（参加料の徴収）・プログラム作成 
               大会運営費の配分・大会会計（予算の支出・決算報告） 
               大会結果報告書の作成 
               北海道・地区スキー連盟との連携（役員依頼等）・各種目の競技運営 
        ・協力校・・・開会式（専門委員会）の会場確保・プログラム（大会資料等）配布 
               競技にかかわる補助役員（教員＝・可能であれば各校２～３人程度） 
               閉会式会場の確保・表彰関係（試合結果の集計・賞状作成） 
               全国大会申込作業の会場確保 
        ＊・協力校については、地域において３～５校程度を目安とする。 
         ・協力校（開催支部も含め）における経費等の負担は一切ないものとする。 
         ・競技においての協力校からの補助役員生徒は特に必要としない。 
 
（１１） ノルディック種目の運営について 

         ・ノルディック種目については、平成１８年度より、北海道選手権大会と兼ねて

実施しており、今後についても継続していく方針である。         

この運営については、専門部が北海道スキー連盟、開催地区スキー連盟と連携

をし、実施しているため、競技役員等についてはすべて連盟により確保しても

らう。専門部としては運営費の配分、決算、また協力校としては閉会式の準備、

表彰式（賞状の作成）の業務に当たるものとする。 
         
（１２） アルペン種目の運営について 

         ・アルペン種目においては、今年度までは主管当番校、さらにアルペン種目当番

校を置き、運営していくが、来年度以降は専門部中心に協力校をおく実行委員

会方式で運営する方向性で検討している最中である。具体的には、（１０）の業

務内容と協力校、にある内容である。 
 
（１３） そ の 他 

         ・アルペン種目については、今後今までの支部ローテーションにこだわらず、開

催地については３年後までの見通しを目安に決定していく予定である。これに

よって、過去に当番校業務を経験したことのない支部、地域に開催要請があり

協力校の依頼をする可能性があるが上記の内容をふまえ協力を願いたい。 
         ・ノルディック種目については、北海道選手権大会と兼ねるため、開催地につい

ては北海道スキー連盟において前年の９月に正式決定となるため、協力校の要

請は約３ヶ月前となり、時間的な余裕がなく厳しい状況が予想されるが、業務

内容が限定されていることを含め協力を願いたい。 
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５－１－２ 実行委員会方式 (駅伝) 
 

北海道高体連陸上専門部  

（１） 種 目  駅伝 

 

（２） 実行委員会方式に至った経緯について 

    平成２４年度までの当番支部は決まっていたが、コースを設定するうえで、警察との折り合

いがつかず、公道使用の許可が下りない状況になってきた。道路（コース）に立つ走路員の数・

並べるコーンの数が従来の数倍求められ、運営面・予算面を考えると大会を開催するのはとて

も無理な事態になった。そこで考えられたのが、市民マラソン等を行っている豊平河川敷マラ

ソンコースである。札幌支部陸上専門と道高体連陸上専門部が共同で行えば、当番校に頼らな

くても十分に実施は可能だという提案があり、実施に踏み切った。 

 

 （３）運営方式について 

    ア、当 番 校  ―札幌白石高校（専門委員長在職校、名目上） 

     イ、事務局構成―札幌支部陸上専門委員・道高体連陸上専門部（部長指名専門委員と小樽支部

陸上専門委員長）。 

     ウ、大会運営 ―上記イの事務局と監督会議・開閉会式・競技会運営は全道１１支部各専門委

員長も協力。  

     エ、渉外業務  ―事務局で行う。 

     オ、競技役員  ―札幌陸上競技協会と市内の陸上部顧問にお願いする。 

     カ、補 助 員  ―支部専門委員の高校にお願いする。（白石高校からも出す） 

       ※札幌陸上競技協会・（財）北海道陸上競技協会との連絡調整については、陸上競技専門部

の中に理事や各委員会の委員長がいるので特に問題はない。 

 

（４）平成１９年度全道駅伝大会準備日程表 

９月28日 (金)  参加申込締切                      

  2日 (火) 専門委員会（白石 １６：００～）    

    3日 (水) 専門委員会（白石 １６：００～）        

       10日 (水) 専門委員会（白石 １６：００～）・プログラム原稿最終提出 

       15日 (月)  専門委員会（白石 １６：００～） 

         19日 (金) コース内看板設置（１３：００～） 

               ※駅伝大会のお知らせと協力のお願いの看板 

      23日 (火)  専門委員会（１６：００～） ・   関門主任会議（１８：３０～） 

      24日 (水)  コース内看板設置（１０：００～） 

                   ※中継所・残り１kmの看板・準備最終確認 

  25日 (木)  専門委員運営会議１０時～ ・ 監督会議１３時～ ・ 開会式１４時～ 

      26日 (金)  大会当日（真駒内屋外競技場  女子１０時スタート・男子１２時スタート） 

   

（５）大会当日の運営について 

    ア、監督会議１３：００～・開会式１４：００～（前日に行う） 

         会場はホテルで行う（アパホテル）。準備・受付・司会等については（３）のイ・ウのメ

ンバーで行う。 
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イ、大会当日 

各中継所のテント・トイレ、コーン設置４：００～ 

       ７時３０分主任会議→８時００分競技役員全体打合せ→打合せ終了後、各関門役員移動→

女子スタート１０：００ 

     ウ、閉会式 

         真駒内屋外競技場１５：３０～（参加校８位までの入賞校・参加希望校） 

     エ、後始末 

          競技終了後直ちに行う１７：３０すべて終了（コピー機は翌日返却） 

 

（６）大会運営上の課題について 

     ア、運営費が足りず広告を集めた。（テントやトイレ・看板設置は業者） 

     イ、真駒内屋外競技場・真駒内公園・河川敷の使用料で約２０万円ほど支払う。 

     ウ、中継所のテント・トイレ・コーンについては、大会当日にしか設置できないため、業者に

依頼しているが設置場所を指示するために、専門部の何人かは朝４：００から立ち会う。  

     エ、専門委員会以外に、中継所やあと１ｋｍのポイントを付ける作業があった。 

 

    

（７）その他 

     ア、専門部をはじめ、関係者全ての協力の下、大会運営が成り立っている。 

     イ、毎年の実施は大変である。（関係者には誠実に取り組んでいただき、それが心苦しい。） 

また、一人一人の優れた運営能力によって成り立っている。誰か一人でも欠けると大変な

ことになる。 

      ウ、補助員は各専門委員の学校の陸上部員なので、支障なくよく活動してくれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 
 
 

５－２－１ 主管校・協力校方式(柔道) 
  
                                 北海道高体連柔道専門部 
 
（１）種 目  柔道  （主管校：名寄光凌高等学校 協力校：稚内商工高等学校） 
 
（２）主管校・協力校方式に至った経緯 
   平成２０年度の名寄支部開催にむけ、当番校決定のための打合せを行ったが、支部内では柔道

を専門とする顧問による部活実施校が少ないため、専門委員がいる名寄光凌高等学校を当番校と

して実施することとなった。しかし、名寄市で大会を実施するためには施設や宿泊などが十分で

はなく、大規模な柔道大会の実施は困難な状況であった。このため、会場としての施設などが整

った稚内市での大会実施を行うこととしたが、当番校(主管校)の名寄光凌高校から会場地の稚内

市までは１７０キロ以上の距離があり、競技運営が困難であるため、会場近隣校である稚内商工

高等学校を協力校として大会運営を行うこととした。  
 
（３）運営方式について 
  ア、主管校 (名寄光凌高等学校) 
   ○大会運営 
    ・渉外業務 
    ・抽選会業務 
    ・会計業務 
    ・競技会、開閉会式などの運営 
   ○その他 
 

イ、 協力校(稚内商工高等学校) 
 ○競技運営 
 ○大会運営の協力 
  ・補助員や役員などの動員 
  ・会場業務全般 
 ○その他 
 

（４）各学校の業務内容 
  ア、主管校・・・・事務職員、教員６名程度 
   ○会計業務、大会事前業務、抽選会業務、大会運営の補助、渉外業務、その他 
 

イ、 協力校・・・・教員２０名程度、補助員(生徒)５０名程度 
 ○会場準備、当日の大会運営など 
（５）業務日程 
  ア、平成１９年度 
    ４月      各校の業務決定(５月校長会) 
    ５月 ２日（水）専門委員会  (札幌琴似工業)    －専門委員 
    ５月１６日（水）事務局打合せ①〔業務計画・分担〕   担当者  

  ６月 ７日（木）全道大会組合せ抽選会視察(北見北斗) －専門委員＋1名 
  ６月19～22日  全道大会視察(北見市)        －各校２名 
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  ７月～９月   各校で業務の計画を作成(１１月支部新人戦までを目途) 
  ３月      実施運営計画の作成         －光凌、稚内商工 
   ＊その他、定期的に事務局打合せを実施 
 
イ、 平成２０年度 

５月上旬    支部予選要項決定、配布        稚内高校当番校 
５月上旬    専門委員会出席、全道大会要項の決定  両校代表の出席 
５月３０日（土）支部大会予選（稚内高校） 
６月 ２日（月）全道大会申込み締切 
６月 ６日（金）全道大会抽選会予定（光凌高校）    名寄光凌高校 
        プログラム作成            名寄光凌高校 

  （６）当日の運営 
       ６月１６日（月）会場設営                稚内商工高校 
       ６月１７日（火）諸会議(審判講習会、専門委員会、審判会議、監督首相会議) 

６月１８日（水）開会式、男女団体戦、女子団体戦計量 
６月１９日（木）計量、女子個人戦、男子個人戦(１，２回戦) 
６月２０日（金）男子個人戦（決勝まで）、閉会式、会場撤去 
 
    ＊大会終了後 報告文書等の発送、残務整理 
 

  （７）大会運営上の課題 
    ア、主管校と協力交換に地理的に距離があるため、打合せ等も困難であり、旅費等の経費も

かさむ。 
    イ、使用する畳の枚数が多いため、稚内市内だけでは調達しきれず、名寄や浜頓別からも調

達しなければならないために運搬費がかさむ。 
    ウ、名寄支部の柔道部員が極端に少ないため、ほとんどの部員が全道大会に出場するので補

助員の確保や指導が難しい。 
    エ、宿泊施設が少ないため、会場まで距離のある学校が出てくるが移動手段も少ない。 
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５－２－２ 主管校・協力校方式(スケート競技) 
 

北海道高体連スケート専門部 

 

（１）競  技  スケート 

 

（２）種  目  スピード（男女） 

フィギュア（男女） 

アイスホッケー（男子） 

 

（３）実施時期    スピード・フィギュア ～ １２月第３週頃 

         アイスホッケー ～ １２月中旬 

                  （Ｕ２０世界選手権の日程により変更の場合あり） 

 

（４）実施期間  スピード・フィギュア ～ 開会式含め４日間（競技日は３日間） 

                  アイスホッケー ～ 開会式含め４日間（競技日も４日間） 

 

（５）運 営 費  運営費総額 約４７０万円 

        （道高体連－２０９万円 参加料－４１万円 その他－２２０万円） 

・スピード、フィギュア・・・２７０万円 

                  ・アイスホッケー・・・・・・２００万円 

 

（６）参加状況   ＜スピード＞ 

  （１８年度）   参 加 校  男子＝ １６校  女子＝ １３校  合計＝ ２９校 

参加人数    男子＝ ６９名  女子＝ ４０名  合計＝１０９名 

＜フィギュア＞ 

参 加 校  男子＝ ４校  女子＝ １３校  合計＝ １７校 

参加人数  男子＝ ４名  女子＝ １５名  合計＝ １９名 

＜ホッケー＞ 

参 加 校   ２１校 

参加人数  ３９０名  （男子のみ） 

 

（７）実施地区  札幌・室蘭（苫小牧）・十勝・釧根（釧路）支部 

                  ＊これまでは、インターハイの当番も含めた上記４支部のローテーションで実施

してきた。今後は、札幌支部を除く３地区については従来通り当番校方式で実

施予定。札幌支部は２０年度より協力校方式により実施予定。（札幌支部につ

いては、次回から７年に１回のローテーション） 

 

（８）実施可能地区 

・スピード・・・・札幌、苫小牧、帯広、釧路、阿寒 

                  ・フィギュア・・・札幌、苫小牧、帯広、釧路、旭川 

                  ・ホッケー・・・・札幌、苫小牧、帯広、釧路 

 

（９）運営方法  従来は当番校方式により２校（スピード・フィギュアで１校、ホッケー１校）で
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運営してきたが、今年度の室蘭支部は、ホッケーは従来通り１校・スピードを単

独で１校・フィギュアを３校の協力体制とし、５校体制での実施となっている。

また札幌支部は２０年度より、ホッケー１校（主管）、スピード・フィギュアを

複数校の協力校方式での実施を予定している。 

                  なお、実際の競技運営については、北海道スケート連盟・北海道アイスホッケー

連盟及び各地方連盟が中心となって運営されている。 

 

（１０）業務内容と協力校（平成２０年度札幌支部大会協力校方式実施の場合・・・検討中） 

・専門部・・・大会要項原案作成、大会予算原案作成 

       主管校・協力校及び連盟関係との連絡調整 

・主管校・・・大会要項作成、大会参加受付（参加料の徴収）、プログラム作成 

       大会運営費の配分、大会会計（予算の支出・決算報告） 

       大会結果報告の作成 

       北海道・各地方連盟との連携（競技役員依頼等） 

       各競技の運営補助 

・協力校・・・監督会議・抽選会の準備・運営補助、開会式の準備・運営 

       閉会式の準備・運営及び表彰関係 

競技に関わる補助役員 

全国大会申込作業の補助 

                ＊・協力校については、スピード・フィギュア各１校で各１０名程度を目安とする。 

・協力校（開催支部も含め）における経費等の負担は一切ないものとする。 

・補助生徒は必要としない。 

 

（１１）フィギュア種目の運営について 

                ・フィギュア種目については、１９年度より採用された新しい採点法（新ジャッジ

システム）への移行が遅れているが、全国高校総体では１９年度からの採用が予

定されている。道スケート連盟の意向としても、２０年度札幌大会からの採用を

検討している。 

 

（１２）その他 

                ・従来通り４地区のローテーションを基本とするが、今後はスピード・フィギュア・         

アイスホッケーの単独種目での開催も検討していく予定である。 

                ・２０年度の札幌支部開催に当たり、施設使用料の関係からスケート専門部の財源

を確保することが急務である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料－１－１ 「全道大会運営に係る実態調査」結果一覧(平成１８年度大会報告書に基づく) 
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運営・参加料 雑収入 運営費総額

役員 補助員

4,159 ,200 450 ,0 38 4 ,609 ,238

787 ,2 00 250 ,6 32 1 ,037 ,832

848 ,8 00 227 ,1 80 1 ,075 ,980

2 ,421 ,600 521 ,3 32 2 ,942 ,932

2 ,148 ,400 886 ,5 00 3 ,034 ,900

1 ,619 ,200 290 ,0 00 1 ,909 ,200

1 ,647 ,200 70 ,000 1 ,717 ,200

1 ,041 ,600 727 ,0 99 1 ,768 ,699

1 ,432 ,400 994 ,5 01 2 ,426 ,901

1 ,038 ,800 -22 ,2 70 1 ,016 ,530

1 ,033 ,200 235 ,0 00 1 ,268 ,200

1 ,490 ,000 350 ,0 00 1 ,840 ,000

344 ,0 00 50 ,000 394 ,000

379 ,2 00 50 ,000 429 ,200

1 ,702 ,400 574 ,5 00 2 ,276 ,900

1 ,259 ,600 400 ,5 00 1 ,660 ,100

617 ,6 00 100 ,0 00 717 ,600

1 ,002 ,000 50 ,000 1 ,052 ,000

525 ,2 00 436 ,9 13 962 ,113

318 ,0 00 208 ,7 16 526 ,716

288 ,4 00 50 ,000 338 ,400

811 ,2 00 152 ,0 00 963 ,200

263 ,6 00 51 ,899 315 ,499

527 ,6 00 101 ,5 17 629 ,117

1 ,240 ,800 187 ,4 38 1 ,428 ,238

286 ,0 00 50 ,000 336 ,000

530 ,8 00 100 ,0 00 630 ,800

690 ,4 00 103 ,5 11 793 ,911

255 ,6 00 -147 ,5 37 108 ,063

1 ,310 ,000 325 ,0 00 1 ,635 ,000

1 ,680 ,400 50 ,000 1 ,730 ,400

5 ,169 ,200 387 ,9 28 5 ,557 ,128

2 ,504 ,400 2 ,249 ,300 4 ,753 ,700

大会開催に関する統計(平成18年度　当番校から提出された大会終了後の報告書による）

大会

日数
参加校

当番校教員数

(期待数) 雑収入内訳
参加者数

競技役員数競技名

32 スキー

1 陸上競技

3 103

33 スケート 3 67 518

60 8
支部、連盟

249 312

支部、連盟、広告、その他
177 45 50

支部、協会、広告、その他

31 駅伝競走 1 66 538
支部

90 73 3

103 2030 ラグビー 3 16 375 28

支部、当番校

29 カヌー 2 2 7
高体連へ返金

7 0 2

49 3028 少林寺拳法 2 28 163 39

支部

27 アーチェリー 2 24 151
支部

22 2 4

20 2526 自転車競技 1 7 20 28

支部、当番校

25 空手道 2 71 251
支部、当番校

38 87 10

9 1024 登山 3 19 72 28

支部

23 ヨット 2 5 17
支部、当番校

25 0 3

20 522 ボート 2 13 64 54

支部、協会、その他

21 フェンシング 2 4 23
支部

46 0 5

28 1020 ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 1 9 35 49

支部

19 ボクシング 3 13 44
支部、当番校

25 78 5

60 2518 弓道 2 87 340 55

支部、連盟、広告、その他

17 レスリング 2 8 47
支部

23 8 8

165 1516 剣道 3 130 337 36

支部

15 柔道 3 183 653
支部、連盟、広告、その他

133 172 30

35 514 相撲 1 9 49 35

開催地、支部、協会

13 ホッケー 1 5 80
支部

15 34 8

83 1512 サッカー 3 25 500 67

支部、協会、広告

11 ハンドボール 2 26 354
支部、協会、広告

35 50 10

50 4010 ソフトボール 3 16 211 56

支部、広告

9 バドミントン 3 96 478
開催地、支部、協会、広告

64 100 30

20 158 テニス 3 101 427 43

開催地、支部、広告

7 ソフトテニス 3 99 559
支部、広告

54 114 8

72 106 卓球 3 89 474 41

開催地、支部、協会、専門部、広告、その他
116 160 3

185 30

5 バレーボール 3 53 848

852 1303
開催地、支部、広告、当番校、その他

3 水泳 2 135 311 17 30

4 バスケットボール 58

支部、当番校、その他

2 体操(含新体操） 2 48 184 71

71

開催地、支部、広告
50 20

120
開催地、支部、広告、当番校、その他

153 322 1599 214
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-　資料－２　　競技毎の大会運営の実態について　-

　

当番校方式 26 21
実行委員会方式 3 7
協力校方式 4 5 　　   　実行委員会方式に近い主管校・協力校方式　　　　等

合計 33 33

7

高体連の指針待ち

専門部＝当番校

当番校固定を検討

協力校方式を検討

6 卓球

当番校方式 当番校方式5 バレーボール

会場・教員・生徒の確保ができれ

ば実行委員会方式も可能

4

当番校は補助員と教員
の派遣のみ

3 水泳

当番校方式 当番校方式

実行委員会方式

当番校方式 当番校方式

当番校方式 当番校方式

当番校方式 実行委員会方式

当番校方式 当番校方式
弾力的な運営について検

討中である

専門部が中心となって行
いつつある

バスケットボール

実施状況
(平成19年度)

今後の予定

予定はないが当番校方式以外
の運営も可能

当番校方式 当番校方式

当番校方式 協力校方式

ソフトテニス

当番校方式

当番校方式1 陸上競技

補足事項

当番校方式以外での実
施も可能

競技名

10

当番校方式 協力校方式2 体操(含新体操）

当番校方式

ソフトボール

8 テニス 当番校方式 当番校方式

協会・専門部による開催
は可能

13 ホッケー

9 バドミントン

実行委員会方式 実行委員会方式14 相撲

12 サッカー

当番校方式 当番校方式11 ハンドボール

当番校方式 当番校方式17 レスリング

当番校方式 当番校方式18 弓道

協力校方式 協力校方式15 柔道

当番校方式 当番校方式16 剣道

当番校方式 当番校方式21 フェンシング

当番校方式 当番校方式22 ボート

実行委員会方式 実行委員会方式19 ボクシング

当番校方式 当番校方式20 ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ

当番校方式 当番校方式25 空手道

当番校方式 当番校方式26 自転車競技

当番校方式 当番校方式23 ヨット

協力校方式 協力校方式24 登山

当番校方式 当番校方式29 カヌー

当番校方式 実行委員会方式30 ラグビー

当番校方式 当番校方式27 アーチェリー

当番校方式 当番校方式28 少林寺拳法

実行委員会方式 実行委員会方式31 駅伝競走

協力校方式 実行委員会方式32 スキー

運営
方式

協力校方式 協力校方式33 スケート
   ・表中の運営方式は、各専門委員長の回答からＷＧで判断しまとめた。

　   専門部等のかかわり方によって境界を定めにくい運営方法もあった。

　  例：実行委員会方式に近い運営による当番校方式

  ＊備　　考

   ・当番校方式、協力校方式、実行委員会方式と分類したが、競技によっては

図－１　　平成19年度現在の各種大会の運営方法

79%

9%

12%

当番校方式 実行委員会方式 協力校方式

図－２　平成20年度以降の各種大会運営方法

64%

21%

15%

当番校方式 実行委員会方式 協力校方式
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資料－３        

弾力的な大会運営の実践記録 
「平成１７年度高体連柔道全道大会における釧根支部の取組みについて」 

      
釧根支部柔道専門委員 

 
１ 主管校・協力校方式で運営するに至った経緯について 
 
 平成１７年度高体連柔道全道大会において釧根支部で実施した主管校・協力校方式による運営につ

いて報告する。 
釧根支部では従来は当番校方式により全道大会を運営してきた。当支部では高体連柔道大会につい

て、支部大会は毎年釧根支部の郡部校が交代で受け持ち、全道大会が釧路支部の順番となった場合は

釧路市内の大規模校が当番校となる方法が受け継がれてきた。しかし、平成１７年度高体連柔道全道

大会においては、平成１５年１１月末の時点で当番校が決定できない状況に陥った。このため、当時

の高体連支部校（釧路工業高校）と釧根支部柔道専門部で相談の上、平成１５年１２月に釧路管内柔

道部顧問・高体連各校理事による会議を実施したが、当番校は決定せず、専門委員のいる高校（白糠

高校・釧路西高校）で引き受けられないか検討してほしいとの結論となった。この意見を受けて白糠

高校・釧路西高校はそれぞれ検討したが、白糠高校（３間口）・釧路西（４間口）とも小規模校である

ため１週間に渡りどちらかの高校が単独または２校による当番校方式では実施は厳しいと判断した。 
しかし、大会の期日も迫った状況で何とかして全道大会を釧路支部で実施する方法がないかと改め

て白糠・釧路西両校で協議した結果、白糠・釧路西が主管校として運営にあたり、釧路管内の高校が

協力校として実施する方法について、平成１６年１月に再度開いた釧路管内柔道部顧問・高体連各校

理事会議に提案し了承された。 
 
 
２ 運営組織図   

別紙－Ａ（第５５回北海道高等学校柔道大会 組織図および業務一覧） 
 
 
３ 各パートの業務内容について 
（１）専門委員 

・ 道専門部、地元柔道連盟との連絡調整 
・ 主管校、協力校との連絡調整 

 
（２）主管校業務分担 

①主管校（  白  糠  ）高校 
・ 全道大会各種文書発送（要項、参加申込書、役員・審判委嘱状、派遣依頼、礼状、結果報告

など） 
・ 支部大会（要項作成、参加申込書、役員・審判委嘱状、派遣依頼、礼状、結果報告など） 
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・ 支部大会（組み合わせ抽選会、準備運営） 
・ 支部大会業務の各校への依頼 
・ 支部大会（プログラム作成）、支部大会総括、会計 
・ 全道大会組み合わせ抽選（西高校と分担） 
・ 全道大会白糠地区での歓迎体制の検討や協力依頼、広告募集など 
・ 全道大会試合関係書類準備（本部関係書類など） 
・ 全道大会事務局業務（西高校と分担） 

 
②主管校（  釧路 西  ）高校 
・ 全道大会会場使用申込み 
・ 専門委員会出席（５月） 
・ 全道大会要項、各種申込書の作成（発送は白糠高校） 
・ 全道大会予算編成 
・ 全道大会参加申込書受付 
・ 全道大会組み合わせ抽選会の運営、（必要書類準備、出場校、選手一覧、審判名簿、トーナメ

ントの作成とラベルの準備、当日：コンピューター準備、接待準備など） 
・ プログラム、大会用封筒等作成 
・ 全道大会事務局業務（受付、放送、各種事務、会計、大会記録、報道関係対応など） 

 
 
（３）協力校業務分担 

①協力校（ 湖陵  ・ 工業  ）高校 
・ 会場設営、撤去、屋外看板・ステージ大看板の作成設置など 
・ 物品準備、会場内表示・案内など 
・ 会場内の清掃計画 
②協力校（ 江南  ）高校 
・ 諸会議の準備（審判講習会、専門委員会、審判会議、監督主将会議の会場の決定と設営など） 
・ 計量準備（計量場所の決定、体重計の準備） 
③協力校（  北  ）高校 
・ 開会式、閉会式の計画・運営全般、表彰（賞状準備など） 
・ 式典関係掲示物、プラカード等の作成、関係生徒の指導 
④協力校（ 北陽  ）高校 
・ 受付手伝い、プログラム販売など 
・ 大会役員ネームプレート作成、リボンの準備 
⑤協力校（  東  ）高校 
・ 駐車場担当 
⑥協力校（ 厚岸水産  ・ 標茶  ）高校 
・ 試合会場記録係・会場係の配置計画・事前指導 
⑦協力校（ 商業  ）高校 
・ 食事（食券の準備）・接待 
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⑧協力校（ 武修館 ）高校 
・ 試合会場用掲示物作成（団体戦の札・個人戦の札・審判員の名札など） 
・ 大掲示物の印刷など 

 
※ ４試合会場は釧路管内各学校の顧問と柔道部員で運営 

内訳（①湖陵②江南③工業④北が基本） 
・ 全道大会に出場しない各学校の部員を中心に運営する（支部予選後に決定） 
・ 全道大会で自分の試合を終えた各学校の部員も業務に参加する 

※各協力校の仕事が、柔道部員だけで行うことができない場合は、各協力校に必要最小限の柔道部以

外の生徒の協力をお願いする 
 
 
４ 業務日程について 
（平成１５年度） 
  １月１６日 顧問会議 主管校・協力校方式決定 
  ２月２５日 顧問会議 主管校・協力校の業務並びに業務日程の決定 
（平成１６年度） 
  ４月１９日 主管校打ち合わせ 大会日程・業務分担等 

５月    専門委員会視察  （札幌琴似工業）―主管校 
６月    全道大会組み合わせ抽選会視察（苫小牧東）―主管校 

      全道大会視察―主管校、各協力校 
＊ 協力校の業務で必要があれば視察をお願いした。協力校が視察に行けない場合は、主管校が視

察し情報を協力校に伝えた。 
＊７月～９月 各校で業務の計画を作成（目標＝新人戦：９月中旬までに作成） 

９月１８日 顧問会議（新人戦） 各校業務計画提出 
＊１０月～１月 各協力校と主管校の個別打ち合わせを実施  
１１月１２日 主管校と北高校の打ち合わせ 式典関係 
１２月２５日 顧問会議 各校より進捗状況等の報告 

     ２月２５日 主管校打ち合わせ 準備日程・大会事務局体制等について 
     ３月１８日 顧問会議 進捗状況・予算案等について 

３月中   実施運営計画作成―主管校 
 
（平成１７年度） 
  ４月２３日 顧問会議（春季大会） 支部予選（全道大会プレ大会）要項決定、配布 
  ５月    専門委員会出席、全道大会要項の決定 
  ５月中旬  全道大会要項、申込書、依頼文書等発送 
    （支部大会 ５月１９日（水）～２１日（金）厚生年金体育館） 
 ＊支部大会をプレ大会として実施し、問題点等を検討 
  ６月 ２日 全道大会申込み締め切り  
  ６月１０日 全道大会組み合わせ抽選会 釧路西高校 
  ６月１３日 顧問会議 最終打ち合わせ 
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  ６月２０日（月） 会場設営 
  ６月２１日（火） 諸会議（審判研修会、専門委員会、審判会議 
                      監督主将会議） 
  ６月２２日（水） 開会式、男女団体戦、女子団体戦計量 

６月２３日（木） 計量、女子個人戦、男子個人戦（１，２回戦） 
６月２４日（金） 男子個人戦（決勝まで）、閉会式、会場撤去 
６月末以降 報告文書等の発送、残務整理等 

 
 
５ 大会当日の運営について 

※別紙－Ｂの通り 会場設営日     Ｎｏ１ 
諸会議公式練習   Ｎｏ２ 
開会式 男女団体戦 Ｎｏ３ 
男女団体戦表彰   Ｎｏ４ 
女子個人 女子表彰 Ｎｏ５ 
男子個人 閉会式  Ｎｏ６ 
閉会式       Ｎｏ７ 

 
 
６ 大会運営上の課題について 
（１）新しい大会運営方法であり、人的・金銭的に不安があった。 
  学校によっては柔道部員以外の人的協力はしたくないというところもあり、校長会で早めに協力

を確認したほうが良いと思われる。 
 
※柔道部員以外の協力 
  ・北陽高校 家政クラブ２２名（受付） 
  ・北高校  吹奏楽部 ８０名（開会式プラカード係） 
   
（２）赤字決算のときには主管校だけの負担としないように校長会を通じてお願いした。 
（３）主管校が運営について熟知していることが必要。色々な質問が主管校に集中するため、早めに

協力校の業務につて調査しておくことが大切である。 
（４）駐車場の管理が大変であったが、釧路東高校の教員により早朝から終日担当していただき非常

に助かった。 
（５）協力校で必要な事務用品などの消耗品購入については、会計を担当する主管高校の出入りの業

者を極力利用することとした。 
 
※校長会での確認事項 
   ①大会期間中の教員の旅費について、各校が負担する。 
   ②大会決算赤字のとき主管校だけの負担としない。 
   ③顧問以外の人的援助をする。 
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